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角すいと頂点の並びかえ 

 

底面が正三角形，正方形，正五角形，…で，側面が二等辺三角形である角すいを，正三角すい，正四角す

い，正五角すい，…といいます。これらの立体の頂点に，１から順に番号を振ります。 

正四角すいに，下の㋐，㋑，㋒のように番号を振った場合，㋐と㋑は立体の向きを変えても番号がすべて

重なることはないので，別の番号の振り方ということができます。しかし，㋐と㋒は立体の向きを変えると

番号がすべて重なるので，同じ番号の振り方です。 

 

㋐            ㋑           ㋒ 

 

 

 

 

 

 

（１）正四角すいでは，番号の振り方は何通りありますか。 

 

（２）正五角すいでは，番号の振り方は何通りありますか。 

 

（３）正（あああ＋１）角すいの番号の振り方は，正あああ角すいの番号の振り方の１９９.９９５倍あり

ました。あああにあてはまる数を答えなさい。 
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角すいと頂点の並びかえ （１）３０通り （２）１４４通り （３）１９９ 

 

（１）図①の矢印で示した，底面にふくまれないただ１つの頂点を，「頂上」とよぶことにします。頂上の

番号が異なれば，必ず別の番号の振り方になります。図②のように頂上の番号が５のとき，底面の頂点

に番号を振る方法を考えます。 

 

図①            図②           図③ 

 

 

 

 

 

   図③のように１つの頂点の番号を１で固定すると，図④のように残り３つの頂点に番号を振る方法は，

３×２×１＝６（通り）です。このような並べ方を円順列といい，この６通りについては，正方形を回

転させても全ての頂点の番号が重なることはありません。 

 

図④ 

 

 

 

 

 

   １の番号の位置を右の図⑤のように考えると，回転によって底面の

頂点の番号が重ならなければ，正四角すいに振ったすべての番号が重

なることはないので，頂上の番号が５のときの番号の振り方は６通り

あると考えることができます。よって，５×６＝３０（通り）です。 

 

 

（２）（１）と同様に考えて，頂上の番号の決め方は１～６の６通りです。頂上の番号が６のとき，底面の

頂点に５つの番号を振る方法は，４×３×２×１＝２４（通り）なので，６×２４＝１４４（通り）で

す。 
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（３）（１）（２）より，正あああ角すいの番号の振り方は， 

（あああ＋１）×（あああ－１）×（あああ－２）×（あああ－３）×…×３×２×１です。 

また，正（あああ＋１）角すいの番号の振り方は， 

（あああ＋２）×（あああ）×（あああ－１）×（あああ－２）×…×３×２×１です。 

よって，次のような式の計算ができます。 

 

（あああ＋２）×あああ×（あああ－１）×（あああ－２）× …×３ ×２ ×１

（あああ＋１）×  （あああ－１）×（あああ－２）×（あああ－３）× …×３ ×２ ×１
 

 

＝
（あああ＋２）×あああ

（あああ＋１）
＝１９９.９９５ 

 

１９９.９９５＝
１９９９９５

１０００
＝

３９９９９

２００
 

ここで，２００×２００＝４００００が３９９９９に近いことから，３９９９９を１９９で割ると， 

３９９９９÷１９９＝２０１より， 

 

（あああ＋２）×あああ

（あああ＋１）
＝

３９９９９

２００
＝

２０１ ×１９９

２００
 

 

  となります。よって，あああ＝１９９です。 
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